
　
Ａ
Ｉ
な
ど
の
科
学
技
術
の
発
展
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
社
会
の
急
速
な
変

化
を
受
け
、
今
、
未
来
の
教
育
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
（
エ

ド
テ
ッ
ク
）」
を
活
用
し
、
い
か
に
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
を
実
現
す
る
か
な
ど
の

議
論
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
に
対
応

し
た
未
来
の
教
育
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
、
基

調
講
演
と
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
学
習
到
達

度
調
査
）
を
始
め
と
し
た
様
々
な
調
査
分

析
を
統
括
し
、
70
以
上
の
国
や
地
域
に
お

い
て
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
教
育
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
・
ス

キ
ル
局
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
シ
ュ
ラ
イ

ヒ
ャ
ー
局
長
が
、
豊
富
な
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
２
０
３
０
年
を
見
据
え
た
教
育
の
展

望
を
語
っ
た
。

　
続
く
実
践
報
告
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ナ

リ
ス
ト
、
埼
玉
県
新
座
市
教
育
委
員
会
教

育
長
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

社
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「PISA

 
for School

」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
を
囲
み
、大
学
、

高
校
、教
育
委
員
会
の
教
職
員
が
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
改
革
の
方
向
性
を
語
り
合
っ
た
。

プログラム

国際シンポジウム「教育を科学する
─エビデンスやデータで考える、2030年の教育の姿─」開催

エビデンスやデータを基にした
教育改革の推進が必要

2030年のあるべき教育の姿をエビデンスやデータに基づいて考える
国際シンポジウムが、2019年６月、東京大学で開催された。
OECD 教育・スキル局のアンドレアス・シュライヒャー局長の
基調講演や、実践報告、パネルディスカッションを通して、

急速に変化する社会の中で教育に求められる役割や
教育改革の方向性について議論を深めた。

エ
ビ
デ
ン
ス
や
デ
ー
タ
を
基
に

未
来
の
教
育
の
あ
り
方
を
語
り
合
う

◎基調講演
OECD教育・スキル局　

アンドレアス・シュライヒャー局長

◎実践報告

OECDアナリスト　謝
ツイ

智
チ

森
スン

氏
埼玉県新座市教育委員会　金子廣志教育長
ベネッセコーポレーション商品企画開発本部

服部奈美子本部長

◎パネルディスカッション
•パネリスト
OECD教育・スキル局　

アンドレアス・シュライヒャー局長
聖心女子大学　益

ますかわ

川弘
ひろゆき

如教授
埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課

八田聡史課長
東京都・私立広尾学園中学校・高校　
医進・サイエンスコース　コース長　木村健太先生

•進行
ベネッセコーポレーション教育イノベーション推進課

小村俊平課長
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シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

が
実
施
す
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ（
国

際
教
員
指
導
環
境
調
査
）
な
ど
の
各
国
の

デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
実
態

や
現
行
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
課
題
、
今
後

の
教
育
改
革
の
方
向
性
な
ど
を
語
っ
た
。

　
最
初
に
、
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
教
育
改

革
に
取
り
組
む
必
要
性
に
つ
い
て
、「
デ
ー

タ
を
持
た
な
い
こ
と
は
、
意
見
を
持
た
な

い
こ
と
と
同
義
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
教
育

は
、
ア
ー
ト
で
あ
る
と
同
時
に
科
学
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、こ
こ
十
数
年
間
の
科
学
技
術
の

目
覚
ま
し
い
発
展
に
対
し
て
、
多
く
の
国

で
、
教
育
現
場
の
対
応
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
実
情
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
教
育

改
革
に
積
極
的
な
国
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

結
果
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
。

　「
従
来
の
教
育
方
法
を
た
だ
継
続
す
る
の

で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
教
育
が
成
果
を

も
た
ら
す
の
か
、常
に
デ
ー
タ
を
確
認
し
て

教
育
実
践
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
り
ま
す
」

　
今
後
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い

て
は
、
目
に
見
え
る
学
力
も
必
要
だ
が
、

社
会
情
動
的
ス
キ
ル
（
＊
１
）
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
指
摘
。一
例
と
し
て
、
日

本
で
は
、
科
学
の
テ
ス
ト
の
成
績
は
よ
い

が
、
科
学
者
に
な
り
た
い
と
い
う
子
ど
も

の
割
合
が
低
い
と
い
う
事
実
を
課
題
と
し

て
示
し
た
。

　「
テ
ス
ト
の
成
績
だ
け
で
な
く
、
科
学
と

い
う
学
問
へ
の
こ
だ
わ
り
、
科
学
関
連
の

仕
事
に
か
か
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

子
ど
も
が
楽
し
み
な
が
ら
学
び
を
深
め
ら

れ
る
学
習
環
境
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
」

　
特
に
、
社
会
情
動
的
ス
キ
ル
を
伸
ば
す

た
め
に
は
、
教
師
の
専
門
性
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
と
、Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
説
明
し
た
。
鍵
と
な
る
の

は
、「
知
識
」「
自
律
性
」「
教
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
３
つ
で
あ
り
、日
本
の
教
師
は
「
知

識
」
と
「
教
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
強
み

で
あ
る
一
方
、
教
師
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

に
学
習
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
と
い
っ

た
「
自
律
性
」
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と

指
摘
し
た
（
図
）。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
教

育
施
策
の
意
思
決
定
者
が
国
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
、
他
国
に
比
べ
て

日
本
は
、
学
校
の
権
限
が
非
常
に
弱
い
こ

と
が
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
は
、

過
去
か
ら
未
来
へ
の
教
育
の
変
化
に
つ
い

て
、
３
つ
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。

　
１
つ
め
は
、「
分
断
か
ら
統
合
」
だ
。
従

来
は
教
科
ご
と
に
教
育
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
学
問
分
野
や
学
習
内
容
、
さ

ら
に
子
ど
も
同
士
を
統
合
さ
せ
る
学
び
が

中
心
に
な
る
と
い
う
考
え
方
だ
。

　
２
つ
め
は
、「
標
準
化
か
ら
独
創
へ
」。

　「
教
育
制
度
に
い
か
に
独
創
性
を
取
り
込

め
る
か
に
、
教
育
の
未
来
は
か
か
っ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
の
結
果
で
は
、『
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
教
育
に
よ
り
、
成
果
が
得

ら
れ
る
』
と
考
え
る
教
師
は
４
分
の
１
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
認
識
を
変
え
る

こ
と
か
ら
始
め
て
、
改
革
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
」

　
３
つ
め
は
、「
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
学
び

続
け
る
」
だ
。
過
去
に
は
、
学
ぶ
場
所
が

限
定
さ
れ
て
き
た
が
、
科
学
技
術
の
進
化

に
よ
っ
て
、
学
校
と
外
部
を
結
び
つ
け
る

こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
ま
た
、
学
び
と

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
同
時
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
重
要
な
変
化
だ
と
い
う
。

　「
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
、
教
育
の
さ
ら

な
る
可
能
性
が
発
見
で
き
、
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
ゾ
ー
ン
か
ら
抜
け
出
し
て
挑
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
の
国
や
学
校
の
実

践
か
ら
学
び
、
教
育
シ
ス
テ
ム
を
効
率
化

し
、
よ
り
よ
い
学
習
者
を
育
て
ら
れ
る
よ

う
挑
戦
を
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
講
演
は
終
了
し
た
。

図 教師の専門性の国際比較

登
壇
者

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
・
ス
キ
ル
局
　

局
長

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・

シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
　

Estonia

Singapore

England

Netherlands

Shanghai(China)

United States

Korea

Australia

Finland

France

Japan

Spain

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

＊シンポジウム配布資料を基に編集部で作成。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
教
育
改
革
を
推
し
進
め
、

急
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

基
調
講
演

＊１　一貫した思考・感情・行動のパターンに発現し、学校教育または学校教育外でも学習体験によって発達させることができ、個人の一生を通じて社会・経済的成果に
重要な影響を与えるような個人の能力。忍耐力、自己抑制、目標への情熱、社会性、敬意、思いやり、自尊心、楽観性、自信など。

■Networks
　（教師ネットワーク）
■Autonomy
　（自律性）
■Knowledge
　（知識）

棒グラフの高さは、
教師の意見の表明度
が反映され、慎重な
日本の教師は低くな
る。ここでの問題は、
３つのバランスだと
シュライヒャー氏は
説明した。
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実
践
報
告
で
は
ま
ず
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ナ
リ

ス
ト
の
謝ツ

イ

智チ

森ス
ン

氏
が
、「
デ
ー
タ
と
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
生
徒
の
学
習

と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
＊
２
）
の
向
上
」

を
テ
ー
マ
に
、「PISA

 for School

」
の

活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
れ
は
、学
校

ご
と
の
生
徒
の
学
習
到
達
度
を
他
国
の
生

徒
と
比
較
で
き
る
ツ
ー
ル
で
、
す
べ
て
の

生
徒
に
質
の
高
い
教
育
と
学
習
を
提
供
す

る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

が
開
発
し
た
。
現
在
、
日
本
の
埼
玉
県
を

含
む
12
か
国
・
地
域
が
参
加
し
て
い
る
。

　「
国
際
的
に
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
と
グ

ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
教
育

関
係
者
を
支
援
し
、
生
徒
の
学
習
と
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
」（
謝
氏
）

　「PISA
 for School

」
の
参
加
校
に
は
、

国
際
比
較
が
可
能
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

報
告
書
が
提
供
さ
れ
る
。
学
力
に
関
す
る

多
様
な
デ
ー
タ
に
加
え
、
質
問
紙
調
査
を

基
に
、
授
業
の
雰
囲
気
、
生
徒
と
教
師
の

関
係
、
自
己
効
力
感
、
学
習
が
将
来
役
に

立
つ
と
い
う
信
念
な
ど
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
含
ま
れ
る
。

　「
そ
う
し
た
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
基
に
、

適
切
な
教
育
方
針
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
に

沿
っ
て
協
働
し
な
が
ら
行
動
し
、
評
価
し

て
改
善
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を

実
現
す
る
こ
と
で
、
学
校
教
育
の
改
善
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」（
謝
氏
）

　
続
い
て
「PISA

 for School

」
に
参
加

し
て
い
る
埼
玉
県
新
座
市
教
育
委
員
会
の

金
子
廣
志
教
育
長
が
、
参
加
を
決
定
す
る

に
至
っ
た
課
題
意
識
や
思
い
を
語
っ
た
。

　「
参
加
の
大
き
な
理
由
は
、
日
本
の
義
務

教
育
に
対
す
る
危
機
感
で
し
た
。
ア
メ
リ

カ
で
の
日
本
人
研
究
者
の
減
少
や
、
日
本

製
品
の
店
頭
陳
列
か
ら
の
減
少
な
ど
、
日

本
の
存
在
感
が
後
退
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
師
の
エ
ビ
デ
ン
ス
不
足
や
教
員
採
用
試

験
倍
率
の
低
下
な
ど
の
状
況
か
ら
、『PISA

 
for School

』
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
」

　
同
市
で
は
、
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、

保
護
者
や
地
域
へ
の
説
明
責
任
も
果
た
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
保
護
者
や
地
域
の
要
望
に
対
し
、
デ
ー

タ
を
基
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
学
校
へ
の

信
頼
度
向
上
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
教
師
が

教
育
を
デ
ー
タ
で
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」

　
教
員
採
用
試
験
の
倍
率
が
年
々
低
下
す

る
中
、
教
育
の
質
を
い
か
に
確
保
す
る
か

も
極
め
て
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　「
本
腰
を
入
れ
て
教
育
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
、
日
本
の
教
育
は
立
ち
行
か
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が

ら
教
育
改
革
を
推
進
し
、
教
員
が
誇
り
を

持
っ
て
携
わ
れ
る
教
育
を
つ
く
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
」（
金
子
教
育
長
）

　
そ
し
て
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
商
品
企
画
開
発
本
部
の
服
部
奈
美
子
本

部
長
が
、
新
座
市
内
の
中
学
校
で
実
施
さ

れ
た
「PISA

 for School

」
ト
ラ
イ
ア
ル

の
結
果
を
基
に
、
そ
の
利
点
を
説
明
し
た
。

　「
自
己
効
力
感
な
ど
、
学
習
の
土
台
と
な

る
要
素
や
リ
テ
ラ
シ
ー
を
可
視
化
で
き
る

た
め
、
学
習
環
境
の
改
善
を
よ
り
多
角
的

な
視
座
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
国

内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
学
校
と
も
比
較
で

き
、
参
加
校
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

利
用
し
て
活
動
事
例
な
ど
を
共
有
し
や
す

い
こ
と
も
、
大
き
な
利
点
で
し
ょ
う
」

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
埼

玉
県
教
育
局
市
町
村
支
援
部
義
務
教
育
指

導
課
の
八
田
聡
史
課
長
が
、
教
育
行
政
に

お
け
る
デ
ー
タ
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
た
。

登
壇
者

埼
玉
県
新
座
市
教
育
委
員
会

教
育
長

金
子
廣
志
　

か
ね
こ
・
ひ
ろ
し

登
壇
者

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ナ
リ
ス
ト

謝
智
森

ツ
イ
・
チ
ス
ン

登
壇
者

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

商
品
企
画
開
発
本
部
　

本
部
長

服
部
奈
美
子
　

は
っ
と
り
・
な
み
こ

学
校
や
自
治
体
の
教
育
改
革
を
支
え
る

「PISA
 for School

」の
可
能
性

＊２　well-being。身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること。

自
治
体
や
学
校
で

デ
ー
タ
に
基
づ
く
教
育
改
革
が
進
展

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

実
践
報
告
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埼
玉
県
で
は
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

の
約
30
万
人
を
対
象
に
、
独
自
の
学
力
・

学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
Ｉ
Ｒ
Ｔ
（
項
目
反
応
理
論
）
に
基
づ
き
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
学
力
を
継
続
し
て

把
握
し
、
非
認
知
能
力
や
学
習
方
略
を
調

査
し
て
い
ま
す
」（
八
田
課
長
）

　
同
調
査
の
結
果
か
ら
、
学
力
や
非
認
知

能
力
が
高
ま
り
や
す
い
学
校
の
条
件
と

い
っ
た
示
唆
を
多
く
得
て
い
る
。

　「
分
析
結
果
に
基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
の

現
状
を
把
握
し
て
改
善
に
つ
な
げ
る
施
策
、

及
び
教
師
の
授
業
力
を
向
上
さ
せ
る
施
策

を
検
討
し
、
教
育
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
機
能
さ
せ
て
い
ま
す
」（
八
田
課
長
）

　
八
田
課
長
の
報
告
を
受
け
、
シ
ュ
ラ
イ

ヒ
ャ
ー
局
長
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　「
埼
玉
県
の
取
り
組
み
は
、
世
界
の
中
の

好
例
と
し
て
数
年
前
よ
り
注
目
し
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｒ
Ｔ
を
活
用
し
、
デ
ー
タ
を
学
習

や
指
導
の
改
善
に
生
か
し
て
い
る
点
、
社

会
情
動
的
ス
キ
ル
を
統
合
し
た
全
体
的
な

評
価
を
行
っ
て
い
る
点
が
、
高
く
評
価
し

て
い
る
理
由
で
す
。そ
れ
に
加
え
て
、私
は
、

教
師
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
な

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
教
師
自
身
が
調

査
結
果
を
見
て
、
指
導
改
善
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
素
晴
ら
し
い
で
す
」

　
さ
ら
に
、
聖
心
女
子
大
学
の
益ま

す
か
わ川
弘ひ

ろ
ゆ
き如

教
授
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　「
埼
玉
県
で
は
、
指
導
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
同
県
の
学
校
を
訪

問
し
た
際
、
デ
ー
タ
を
基
に
教
育
を
変
え

た
い
と
い
う
先
生
方
の
意
識
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
埼
玉
県
に
限
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
、
生
徒
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
ど

う
育
て
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
テ
ス
ト

の
問
題
内
容
を
検
討
す
る
視
点
も
大
切
に

な
る
で
し
ょ
う
」

　
東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高

校
の
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
木
村

健
太
コ
ー
ス
長
は
、
同
校
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
教
育
改
革
の
事
例
を
説
明
し
た
。

高
校
１
年
生
で
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
模
擬
試

験
や
Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
３
）の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

生
徒
自
身
に
パ
ソ
コ
ン
で
成
績
や
学
習
時

間
を
入
力
さ
せ
、
そ
の
相
関
関
係
に
気
づ

か
せ
る
こ
と
で
、
自
主
的
に
学
習
に
向
か

わ
せ
る
指
導
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
高
校

２
年
生
に
な
る
と
、
成
績
と
学
習
時
間
に

相
関
が
見
ら
れ
な
く
な
る
と
言
う
。

　「
生
徒
に
は
、
高
校
２
年
生
は
量
よ
り
質

を
担
保
す
る
段
階
だ
と
伝
え
、
学
習
内
容

や
学
習
法
、
教
科
バ
ラ
ン
ス
、
主
体
性
な

ど
を
個
別
に
確
認
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
」

（
木
村
コ
ー
ス
長
）

　
続
い
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
質

的
評
価
の
事
例
と
し
て
、
推
薦
入
試
で
の

生
徒
の
推
薦
文
を
紹
介
し
た
。

　「
生
徒
が
蓄
積
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

基
に
、
教
師
が
具
体
的
に
推
薦
文
を
記
述

す
る
こ
と
で
、
生
徒
個
々
の
よ
さ
や
強
み

が
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
」

　
木
村
コ
ー
ス
長
の
報
告
に
つ
い
て
、
益

川
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　「
同
校
で
は
、
自
分
自
身
の
学
び
の
た
め

に
学
習
記
録
を
管
理
す
る
文
化
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。勉
強
を
何
時
間
し
た
か
と
い
っ

た
量
的
な
記
録
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
記

録
を
関
連
づ
け
て
、
生
徒
自
身
の
振
り
返

り
に
生
か
す
こ
と
が
今
後
一
層
大
切
に
な

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

　
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
局
長
は
、
木
村
コ
ー

ス
長
の
報
告
を
踏
ま
え
、将
来
の
評
価
デ
ー

タ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
し
た
。

　「
今
後
、デ
ー
タ
は
定
性
・
定
量
の
区
別

が
な
く
な
り
、も
っ
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。例
え
ば
、
生
徒
の

顔
つ
き
や
感
情
、
行
動
な
ど
も
デ
ー
タ
化

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら

を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
取
り
込
む

こ
と
で
、
質
の
高
い
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

パ
ネ
リ
ス
ト

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・

高
校
　

医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

コ
ー
ス
長

木
村
健
太
　き
む
ら
・
け
ん
た

パ
ネ
リ
ス
ト

埼
玉
県
教
育
局
市
町
村
支
援
部

義
務
教
育
指
導
課
　

課
長

八
田
聡
史

は
っ
た
・
さ
と
し

パ
ネ
リ
ス
ト

聖
心
女
子
大
学
　

教
授

益
川
弘
如
　

ま
す
か
わ
・
ひ
ろ
ゆ
き

パ
ネ
リ
ス
ト

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
・
ス
キ
ル
局
　

局
長

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・

シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
　

進
行

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　

課
長

小
村
俊
平
　

こ
む
ら
・
し
ゅ
ん
ぺ
い

国際シンポジウム「教育を科学する─エビデンスやデータで考える、2030年の教育の姿─」開催

＊３　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。
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